
  

 

 

とりくみ事例 地域の新たな観光施設として整備 

事業者名（事業主体） 

スキー場名 

 運営主体：とよね観光㈱ 

 事業主体：愛知県豊根村 

      茶臼山高原スキー場（愛知県） 

 

とりくみの概要 

愛知県東部に位置する豊根村は、観光活性化対策事業と過疎対策

事業のため、昭和６１年に愛知県唯一のスキー場（特殊索道２基）

として開設する一方、索道のうち１基を観光リフトとして活用して

いた。 

茶臼山高原では、新たな観光施設「芝桜の丘」として、平成１９

年から５ヶ年計画で萩太郎山頂付近に芝桜の植栽を始めた。平成２

０年春からは４,０００㎡に１０万株の芝桜が咲き、最終年である平

成２４年には約２２,０００㎡４０万株の芝桜公園が完成予定であ

る。例年、５月から６月まで「芝桜まつり」を開催している。 

期間中は、第１ペアリフトを芝桜の丘の山頂までの輸送に活用し

ているが、近年の長時間待ちへの対策として、今年から第２ペアリ

フトも施設変更を行って輸送を行っている。 

なお、索道の運行及び保守の管理は、平成２０年から、とよね観

光（株）が行っている。 

 

実績・効果 等 

 

地元ＴＶ局、新聞報道でも話題を取り上げられＰＲできた。 

 平日でも多くの観光客が訪れ、リフト待ち（１時間以上）もある。 

 

【「芝桜まつり」期間中（４３日間）のリフト利用実績】 

 平成２０年度  28,000 人 

 平成２１年度  88,000 人（前年の 3 倍以上の大幅な増加） 

 

ゲレンデ付近の公園化（花畑等）

賑わう「芝桜の丘」 


